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『阪大社会言語学研究ノート』第 5 号 (2003 年 3 月) 2-27 

京都市方言話者のスタイノレ切換え

辻加代子

1. 調査の概要

1.1. インフォーマント情報

〔表1)

年齢職業 居住歴

SA'l 72 無職(元呉服関係 1-6 :京都市東山区(八坂神社の近く) 6-40: 下京区(鉾町)
専門職) 40・71 :中京区(鉾町) 71・:右京区

SC 65 自営業 0・:京都市中京区
YA・2 21 営業職(織物関係)0・:京都市中京区

YC 21 学生 0-:京都市中京区

YF 25 学生 か18 :新潟県南蒲原郡 18・23 :富山県富山市 23・:大阪府池田市
門 SA は修業時代から職業生活をずっと室町筋で送った。また、 YA とは右京区に引っ越すまで同居して
いた。

勺 YA と YC は幼稚園からの幼なじみである。

1. 2. 談話情報

〔表 2)

話者 話者聞の関係

老ー老 SA-SC 親しい同年代

老ー若 SA-YA 祖父と孫

老ー調 SA-YF 初対面

若ー若 YA-YC 親しい同年代

若ー調 YA-YF 初対面

収録時間談話の展開

43 分 SA が質問、 SC が答える

32 分 間量の発話

51 分 YF が質問、 SA が答える

43 分 間量の発話

44 分 YF が質問、 YA が答える

2. 結果および考察

2. 1. 自称詞

2. 1. 1. 結果

〔表 3 自称詞'1) 以下の表で数字は出現数、×は使用不可の項目を表わす。

ワタシ勺

ボク・2

ワシ・2

オレ・2

ワレワレ

オジーサン勺

オジーチャン

また、引用節内で出現した場合はすべて除外した。

老 (SA) 若 (YA)

対老 対若 対調 対若 対老 対調

.22 

3 7 20 

7 1 

43 9 

ﾗ 

ﾗ 

3 

17 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 
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京都市方言話者のスタイル切換え

*1 r 自称、詞j の語を一人称代名詞を含めた「話し手が自分自身に言及することばのすべてを包括する概
念J (鈴木 1973) として使用する。

*2 接尾語ラが付加されたワタシラ・ボクラ・ワシラ・オレラ含む。これらの形は単数扱いと解釈できる
場合もある。(発話例[1]参照)

本3 接尾語ヤラが付加されたオジーサンヤラ 1 例含む。

(1) SA は《対老》でワシのみを使い、孫が相手の《対若》でワシとオジーサン・オジ

ーチャン(以下オジーチャン類と呼ぶ)でオジーチャン類がかなり優勢、《対調》

でワタシが圧倒的に多くなっている。ワシラと「ら」という接辞が付加されている

にもかかわらず、 (1) のように話者一人を指示していると解釈される場合がある。

【以下で、発話例は基本的に文節ごとの分かち書きとし、「、 j は文内の一定の長さ

以下の短いポーズ、 r0 J は末尾の下降調イントネーション、↑は上昇調イントネー

ション、八は上昇下降調イントネーション、 r (…。 SA: ,,-,) J のような場合の r( ) J 

は発話の重なりを示す1

(IJ 

→454SA:主L-Gでもあんたにいっぺんほれ、小野へ連れていってもろたやろ。やっぱり一、違うも

んなー↑、 (SC: まーね↑) 良かったもんな一、あんなん。(老ー老〕

(2) YA は《対若))((対老》の両場面でボクとオレの形式を使い《対若》では圧倒的にオ

レを、《対老》ではほぼ半分の割合でそれぞれを使用している。すなわちオレの比率

は《対若)) > ((対老》となっておりボクとオレが反比例する形で連続的な切換えと

なっている。《対調》ではワタシが l 例ある他はボクを使用している。

2. 1. 2. 解釈

(a) SA は相手との関係、つまり初対面か親しい関係か、親族関係にあるか否かというこ

重の対立に応じて初対面の《対調》でワ夕、ン・ボク、相手が親しい関係にある《対

老》でワシ、親族関係にあり、かっ目下の孫に対する場合ワシもしくは親族名称オ

ジーチャン類を使うというようにドメインによる切換えを行っている。

(b) SA と YA とも《対調》がー番フォーマノレな場面と位置づけられており、初対面・調

査する側・大学関係者・標準語使用者という YF の属性がその位置づけの契機にな

っていると思われる。また、フォーマル場面で SA はワ夕、ン、 YA はボクを使用する

という使用語葉の違いは話者自身の属性(年齢や社会経験)によると思われる。

2.2. 対称詞

2.2.1. 結果(集計結果は次頁表 4 に記した)

(1) SA は《対老))((対若》でアンタとオマエの使用率は逆転し、《対老》でアンタが優

勢。《対調》ではオタクとアンタが現れるが使用数自体が少ない。連続的な切換え

と言える。

内
‘d



辻加代子

〔表 4 対称調・1) 

老 (SA)

対老 対若

オタク

対調 対若

若 (YA)

対老 対調

アンタ・2 35 9 2 

オマエ・3 2 16 16 

オジーチャン x x X X 1 X 

ホ 1 r対称詞」には対称代名詞はもとより話し相手に言及することばのすべてを含めることとする。
勺接尾語ラが付加されたアンタラ含む。なお、アンタラは単数扱いとなっている場合がある。
勺接尾語ラが付加されたオマエラ含む。なお、オマエラは単数扱いとなっている場合がある。

(2) YA は《対老》でオジーチャン 1 例、《対若》でオマエを使用し《対調》では対称詞

の使用は全くみられない。

(3) なお、 SA は対称代名調に関投助調的な機能を持たせて使用している場合が多い。

なお、ここで間投助詞的な機能とはおおむね「文中の切れ目に挿入して、聞き手の

在意を促す働き J (益岡・団窪 1992:53) を指す。そのような発話例が《対老》でア

ンタを用いて多数認められる( [2) 参照) 0 ((対調》におけるアンタの 2 例も間投助

調的に使われている( [3) 参照) 0 ((対若》ではアンタの形式による間投助調的用法

が 8 例中 6 例あった( [4) 参照)。

(2) 

→384SA:な往復ゃったら金企主 (SC:あー)二千円ゃんか

(3) 

〔老ー老〕

382SA: 時に一、行く十三参りっちゅーのが、 (YF: うん)あるんですわ。 (YF: はい)あの渡月橋渡

(4) 

ってね↑、 (YF:はい)ほで一、渡月橋渡ったとこに虚空蔵さんかな↑、なんかそーゆ一、

お、お地蔵さんのお寺があるんですよ。そこへお参りに行く。それ京都の、伝統行事でし

て、 (YF:あつはい)十三の歳にねじ (YF:あー)で、そーゅーのみんなも、そんなその

時分なんか盗企主、今みたいにパスもなけりゃ{笑い}(YF:なければ)うんまー京福電

鉄あったわけ。それで嵐山行つであとみんな歩いてね↑、 (YF: はし、)ぐるぐるして、今

みたいに{息を吸う}パスが発達してへんから。 〔老ー調〕

→271SA: いや、即死ゃったらまだあんたえーけどあんた中風になって寝込んだら、にっちも

さっちもいかへんやん。 〔老ー若〕

2.2.2. 解釈

(a) フォーマルな場面として設定した《対調》では対称詞という言語項目自体を使用し

ないことが選択される傾向にあり、この点は YA において徹底している。

(b) SA は年齢が高い SC にはアンタを、孫にはオマエを使用し、 YA は幼稚園からの幼

-4 -



京都市方言話者のスタイル切換え

邸11染である友人にオマエを使用することから待遇レベルはアンタがオマエより高

いと言える。

~ 2. 1.2. とあわせて考えると《老一若》の親族同士の場面では祖父は目下の親族であ

る孫の視点に立った親族名称を使用し(鈴木 1973:161 ， 162) によれば親族名称の f第

二の虚構的用法J) 、孫は目上の親族である祖父に親族名称を使用しており、

(c) 

日本語

lこ一般的な親族成員聞の対話の使用規則(鈴木 1973:150・ 153) に従った運用を行つ

ている。

他称詞としての親族名称2.3. 

結果

親族名称〕

2.3.1. 

老 (SA)

形式 指示対象 対老 対若対調

オジーチャン YA の祖父=SA X X X 

オパーチャン YA の祖母=SA の妻 ー 2 

オトーサン YA の父親=SA の息子 ー l 

オヤッサン ー 1 

オヤジ

オカーハン YA の母親 ー 一 一 2 

オカン ーー

オトート YA の弟=SA の孫 ー 2 

〔表 5

若 (YA)

対若 対老 対調

5*1 

2 

X X 

X X 

X X 

X X 

'
I
m
'
I
m
A
U
マ

YA の妹=SA の孫

ムスコ SA 

チョーナン SA 

チョージョ SA 

マゴ SA の孫
キ 1 オヤジサン l 伊j含む

イモート

SA は《対若》で孫である YA の視点に立った親族名称を使用し、《対調》でムスコ・

マゴを使用しており話し相手が身内か否かでカテゴリカルな切換えを行っている。

)
 

'
E
且

f
'
s、

YA は《対若))((対老》で目上の親族に尊敬接辞オを使用している。《対調》では目

上の親族に言及していないので、日上の親族に言及する際の切換えの様相はわから

ない。目下の親族である弟に言及して身内の SA に言うときは名前を、他人の YF

に言うときは親族名称を使いカテゴリカルな切換えを行っている。

(2) 

解釈

(a) SA は身内の目上に対する言及はなかったものの話し相手が身内か否かにより異なる

z
J
 

2.3.2. 



辻加代子

運用を行っており、日本語の規範的な敬語運用に添った切換えをしていると考えら

れるのに対し、 YA は切換えているものの徹底していない。この違いは両者の社会

人生活の長さの違いと関わっている可能性がある。 YA の《対若》でのオジーチャ

ン・オパーチャンの使用は YC が幼なじみであることからその頃の言い方の延長上

にあると思われる。

2.4. 原因・理由表現

2.4.1. 結果

〔表 6 原因・理由を表わす接続助詞〕

上段の数字は出現数、下段の( )内は(普通体形に後援/丁寧体形に後援)を示す。

なお、以下では丁寧体形の語はデス・マスなど丁寧形式が付加された語形、普通体形

の語は丁寧形式の付加されない語形という意味で用いる。

老 (SA) 若 (YA)

対老 対若 対調 対若 対老 対調

ンデ 9 
(8/1) 

カラ 4 9 18 II 26 23 
(4/0) (9/0) (15/3) (11/0) (26/0) (8/15) 

シ'1 3 
(1/0) (3/0) 

サカイ 7 2 
(7/0) (2/0) (1/0) (1/0) 

サケ(ー) 7 6勺 2 
(7/0) (6/0) (1/1) 

本 1 前f牛と後件が 1 対 1 で対応しており、かっ前件が後件の「原因・理由J の意味・機能を明瞭に表わし
ている場合、および終助詞カが付加され理由を尋ねる疑問文となっている場合のみ集計した。

勺ハケ 1 例含む。

〔表 7 原因理由接続詞〕

老 (SA)

対老 対若 対調

デスカラ

ダカラ 2 17 

ソヤカラ吋 3 2 II 

ホナカラ

ソヤサカイ・2 2 

ソヤケー吋

*1 ホヤカラ: SA ((対老)) 1 例《対調)) 5 例含む
*2 ヤサカイ含む
*3 ホヤケー含む

対若

10 

若 (YA)

対老

20 

対調

15 

(1) SA、 YA とも多様な語形を使用しているがその内容は異なる。 SA は接続助詞として

カラ・シ・サカイ・サケーを用いている。カラについて出現数が高い順に挙げると

-6 -



京都市方言話者のスタイル切換え

《対調)) > ((対若)) > ((対老》となる。サカイは逆に《対老)) > ((対若)) > ((対調》

となる。なお、ンデに関して言うと、 SA は [5) のように《対調》で使用した例が

1 例だけあったがこの場合「んJ は「こと J に置きかえられるものであり、表 6 の

原因理由表現ノデ、の集計には加えなかった。

[5) 

513SA: は一。わたしら、そのーおけらまいりで夜中に行って、火縄ゅーて、あのー、こーゅー、

縄ね↑、 (YF: はいはい)あのー火一つけてそれがもずーっと、火一ついたまま

(YF:うん)燃えてして縄を売ってるわけです。中略ほいでこーくるくる回しもってね

ーほいで帰って、昔はかまどでしょ↑、家がね↑、 (YF: そーですね)それで、火一つけ

て、お雑煮炊くの。 (YF:あ一一そーですか↑)おけらまいりもそーゆ一、あのーいわれ

• があるんですわ。それで、元日のお雑煮を、ひ一つけると、ゆーんで、夜中にまーも一

てきた。[老ー調〕

(2) YA は接続助調としてンデ・カラ・シ・サカイを用い、そのうちカラの使用が多く

ンデが続く。ンデは《対調》場面でのみ使用され、カラは出現数の多い順から言う

と《対老)) > ((対調)) > ((対若》となっており、シは《対若》でわずかに使用され

ている。《対調》では、 23 例のカラで終わる発話のうち 14 例が中途終了発話となっ

ている。なお、《対若》では 11 例中 4 例、《対老》では 26 例中 16 例が中途終了発

話であった。 [6) は丁寧体と共起し、かっ中途終了発話となっている例である。

[6) 

319YF:は一-0 ~、やでも、混んでますよ↑、休みの日とか一、 (YA: は)河原町とかすーごい

人。

→320YA:あれたまにね、ここ京都かなと思うぐらい人いることありますからね↑ 〔若ー調〕

ンデは発話例 [7) の 1 例以外は、直前の述部に丁寧形式が共起していない ([8) )。

中途終了発話となっていたのは 9 例中 7 例であった ([9) 参照)。

[7) 

097YF:で、そこで、知恵を授かるってえー (YA: はし、)で嵐山の渡月橋をも、振り返らずに、

098YA:そ一。ははい

099YF:なんか、何人かで連れ、何人かで連れだって行くもんなんですか↑一人一人で↑

100YA:も、一人一人で行って、

101YF: ですよね↑

102YF: fまし、。

103YF: あー。何人かで連れだって行って、わざと 後ろから (YA: そー)おーいとか言

って{笑い}

• 104YA: (笑し、}あーそーやりますんでね↑、ぜったい子どもやから。 〔若ー調〕

7 



辻加代子

(8) 

→150YA:も}、一応はね八、受験した子はいたんですけど、いなくなった[ん]は一人だけなム主、け

っきょく十五人そのまま。 〔若ー調〕

(9) 

203YF: どの時期も{笑いながら}多いですよねー↑、 (YA: はい)あ}、で、行ってみてーまと

まとまっ、 (YA: まとめて{笑い))でも、なんなんてーかなん何階でかいであるから、

金、金箔貼つでありますからね↑

→204YA:そそんな感じですねー、中学ぐらいですから。まあんま真剣に見てなかった&主。

〔若一調]

次の (10) (11) はシが文中で使われ、原因・理由の意味がはっきり出ている例であ

る。

(10) 

→164SA:あ、前からやしか↑

(11) 

〔老一老〕

→354YA:今何が起こるかわからへんし早めに〈筆者補足:小学生のとき埋めたタイムカプセル

を〉開けたいよな一八 〔若一若〕

(2) SA、 YA とも《対調》でのみ丁寧形式と共起している。カラ、サカイで共起した率

が高い。

(3) 接続詞に関しては SA，YA ともダカラの使用が圧倒的に多い。 YA は他に《対調》で

デスカラを用いる。 SA はサカイ系を用いるが使用数は少ない。また、方言形と標

準語形が融合したと思われるソヤカラ等の語形も用いる。なお、 SA によるダカラ

の使用例は YA がダカラを使用した直後に見られた。

2.4.2. 解釈

(a) 従来からある方言形サカイ系(サカイ・ソヤサカイ等)は若い世代でほとんど使用

されなくなり、全国共通語形であるカラ系(カラ・ダカラ等)が日常生活で普及し

てきている。この変化は接続助調より接続調で速く進行し、接続助調の場合、フォ

ーマルな場面で変化が進んでいるようである。また、同じ共通語形でもンデはカラ

より遅れて若年層によりフォーマルな場面から採用されている。原因理由表現では

共通語形が威信形として高いスタイルを担うという形でスタイル切換えに関与して

いると言える。

(b) 高年層ではサカイとサケ(ー)という音声的な違いもスタイル切換えに関与してい

る可能性があるが発話例が少ないのではっきりしたことは言えない。

(c) 語形の選択プラス丁寧形式の付加という手段により重層的に切換えが行われている。

語形による丁寧体形の出現率の違いは、発話の丁寧さの違いと文法的な環境の制約

-8 -



京都市方言話者のスタイル切換え

も関わっており、従属句全体についてさらに調べる必要がある。

(d) YA が《対調》場面でカラ・ンデで終る中途終了発話、《対老》場面でカラで終る中

途終了発話を多用しているのは、若い世代にこのような発話がフォーマルな場面や

年長者に対する発話としてふさわしいものと認識されている可能性がある。

(e) SA、 YA がわずかに使用しているシは、遠藤 (1982) で京都市を中心にして「雨が

2.5. 

2.5. 1. 

降るので中止だj のように使われ、「サカイに比してより俗語的である J と記述され

ているシと同じものと考えた。しかし、共通語並立接続助調シと区別しにくいこと

も確かである。フォーマノレ場面で使用が認められず、丁寧形式と共起すると並立助

調のシと変わらなくなることからカジュアノレなスタイルで使われる形式と言えよう。

逆接接続助詞・接続詞

結果

〔表 8 逆接接続助詞〕 下段は(普通体形+接続助詞/丁寧体形+接続助言可)とする

老 (SA) 若 (YA)

対老 対若 対調 対若 対老 対調

ケレド 1 
(1/0) (1/0) (0/1) 

ケド 14 11 32 35 31 65 
(14/0) (1110) (12/20) (35/0) (31/0) (2163) 

〔表 9 逆接接続詞〕

老 (SA)

対老 対若

ケド

対調 対若

1 

若 (YA)

対老 対調

ソヤケドホ1 9 10 6 

ダケド 1 ・2

デモ l 

1 

32 9 5 

本 1 セヤケド・ホヤケドを含む。
キ2 ホダケド

(1) 接続助調に関して見ると、使用語形は SA、 YA ともケド(ケレド)を主に使用し、

特に《対調》場面での使用が顕著に多い。 YA の場合《対調》で使用するケドのう

ち中途終了発話をつくっている例、丁寧体と共起している例はそれぞれ 44 例、 63

例で、あった。いずれの語形も共通語形と同形である。 YA の中途終了発話として現

れたケドの例を挙げる。この (12) の意味は「対比的逆接J r推論的逆接J といった

逆接らしい意味(渡部 1996) はほとんど認められないように思われる。

(12) 

309YF:前略あそーだ、京都の人から見て大阪つてのはどんなとこなんですか↑

→310YA:もー賑やか一、です立主ね、一言で。 (YF: はっ↑)人も、町も。 〔京都市:若ー調〕
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(2) 接続調に関して言えば、 SA はソヤケド、 YA はデモの使用が圧倒的である。 YA は

逆接接続詞自体の使用が他場面と比べ《対調》場面で特に低く、ケド・ダケドとも

にどの場面でもほとんど使用していない。唯一ケドを用いた発話例を下に挙げる。

(13) 

333YF: * * *はたくさんいますよね↑
→334YA:旦ζ二、{息を吸う}まー住んでる場所のせいか、すごい気軽なんですよ。 (YF: あー)う

ん。 そーゆ一行楽地行くにしても、自転車で、行けるし{笑いながら}、ちょっと頑張らん

んとだめですけどま一。 (YF: {笑い}) 〔若ー調〕

2.5.2. 解釈

(a) 逆接接続助調に関しては SA、 YA ともに語形のバリエーションはほとんどなくドメ

インにより語形を使い分けている様子は見えないが、使用頻度と使用環境が異なる。

すなわち、語形の違いによらず、丁寧形式を付加 (SA，YA) したり、中途終了発話

を使用(YA) したりするという手段によるドメイン間切換えを行っていると考えられ

る。( ~ 2.4.、~ 2.6.参照)

(b) 逆接接続詞が《対調》場面で、逆接接続助調と比べ使用数自体が顕著に少ないのは、

ターンの変わり目で発話の冒頭で現れた場合、話し相手の発話に反駁する形で使わ

れる形式となるので、相手への配慮を要する場面では使用されにくいと考えられる。

他方、逆接接続助調で終わる発話は [12) であげたような表現や、前置き表現など

に使える用法があり、フォーマル場面でも使用の余地があると思われる。逆接接続

助調の諸用法についてはさらに検討する余地があろう。

2.6. 丁寧体

2.6.1. 結果

〔表 10 デスη〕

デス勺

ダ・3 ・ φ ・3

対老

表内の数字の上段は出現総数、下段は従属句末出現数/文末出現数とする

老 (SA) 若 (YA)

対若 対調 対若 対老 対調

(0/1) 
195 

(18/177) 

2 

(0/2) 
247 

(1241123) 

245 216 155 290 184 60 

(411204) (25/191) (30/125) (52/238) (33/151) (19/41) 

*1 デス、ダ・申とも引用節内の語は集計の際すべて際外した。
*2 非過去形・過去形・推量形を含む。方言形デッセ・デッシヤロ含む。
*3 形容詞・形容詞型活用をする助動詞・ジャナイカおよび述部にたっ単独の名詞・名詞匂で、丁寧体形

をとり得るが丁寧形式が付加されていない語(句) (本稿では「普通体形J と呼ぶ)の出現数を集計し
た。なお、ゆとしたのは述部にたつ単独の名詞・名詞句で指定辞等が付加されていないものである。
ただし、以下の1)~5) に該当する場合、集計から除外した。 1) ~3) は丁寧体形と普通体形の対立

が生じない環境にあるとみなしたものである。 4)のソー系の一部、 5)は丁寧体形と普通体形の対立はあ

るが、異なる文法項目として別途集計した。標準語ノダ相当の方言形ンヤ・標準語ノデハナイカ相当
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のヤンの前の環境にある形容詞等は集計した。

1)名詞・形式名詞が後続する場合
2)方言形指定辞ヤ・標準語ノダ棺当のンヤ等の述語・推量形ヤロ等

3)接続助詞「ナラ J が後続する場合、南 (1974、 1993) A 類従属句内(主に連用形状態副詞約用法)
4)あいづち(反復系・ソ一系等)、聞き返し
5)間投助言可の前の名詞(句)

〔表 11 マスη〕 表内の数字の上段は出現総数、下段は節末出現数/文末出現数とする

老 (SA) 若 (YA)

対老 対若 対調 対若 対老

シマスη 58 

対調

33 

(15/18) 
スル勺 170 

(88/82) 

113 

(58/55) 

(14/44) 

150 

(134/16) 

303 195 71 

(135/168) (111184) (56/15) 

*1 シマス、スルとも引用節内の語は集計の際すべて除外した。

*2 非過去形・過去形・方言形確認要求マスヤロを含む。
ホ3 動詞・動詞型活用をする助動詞(否定形を含む)・形容詞ナイ・チャウ・ン・へンについて丁寧体形を

とり得るが丁寧形式が付加されていない語(本稿では「普通体形j と呼ぶ)の出現数を集計した。
ただし、丁寧体形と普通体形の対立が生じない以下の環境にある以下の場合集計から除外した。標準
語ノダ相当の方言形ンヤ・標準語ノデハナイカ相当のヤンの前の環境にある動詞等は集計した。

1 )推量形
2)形式名認が後続する場合

3)あいづち、聞き返し
4)融合形「ッチューJ (=という)等の融合形自体
5)南(1974;1993)A類従属句内にくる場合

なお、当該方言ではデス・マスとも出現環境が標準語の場合と多少異なる。また、世代によっても異なる
可能性がある。例えばヤンは「行きますゃんJ のようにデス・マスに後続することができる。標準語ノダ

相当の~ンヤは「行きますんや{ね/わ) J のようにデス・マスに後接し、終助詞ネ・ワに前接することが
できる。チャウはデス・マスに後続できず元の形の「違う」から予想できるように丁寧な形はチャイマス

である。
否定形式に関しては、表 10 で「ダ・ φj、表 11 で「スルJ として示した「普通体形」の出現数の集計に

あたっては、京都市方言(本稿)・東京下町(松丸・辻 2002) において老年層で動詞否定形・形容詞ナイ
にマセンをとる発話例があったこと、現代日本語で一般に規範とされている運用(窪田 (1992:55・57) 他

より)等を考えあわせて集計基準をたてた。

(1) 否定形が入った場合の丁寧体形がデス形をとるかマス形をとるかに関しては世代差、

個人差が見受けられた。表 10、表 11 には示せなかったが、例えば動調否定形の場

合、老年層の SA は~マセンを若干使用しているが、若年層の YA はマセン自体の

使用が認められなかった。

以下に存在を表わすアノレの否定形 [14) 、形容詞ナイ [15) [1 6) 、否定形過去 [17)

[18) 、動詞に後接する否定辞ナイ [19) [20) [21) 、ジャナイカ [22) 、カモシレナ

イ [23) 、方言形当為表現ンナラン [24) の丁寧体形の発話例を示す。

Iナイデス・へンデスの場合は一重下線、マセンの場合は波線を付す】

(14) 

→368SA: そんなもんあらしません。ふーん。

(15) 

〔老ー調〕

161SA:京都の一、中心街はだいたいそーゆ一、えーまーま一、極端にゆーたら、職業職業
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• で一、分れてるよーな、ま一、全部が全部じゃないですよ。 (YF:そーですか)そーゆ一、な

にが、結構あったんです。(老ー調〕

(16) 

→422SA:京都の{笑いながら}これは、京都独特新潟には主己主主か↑

(17) 

〔老ー調〕

→322SA:も、鉾町。あ、鉾は主主2主主主けど、 (YF: はい)祇園祭の区域です。 (YF: あ、はーはー

はーはー)祭りの区域ちゅーのは。京都は、祭りの区域区域があるわけです。〔老ー調〕

(18) 

→070YA:ま、全く主主2主主主ねー 6年間なしで。

(19) 

→022SA:それが一、主主皇室主企けどね一八。 (YF: えー)えー。

(20) 

→208YA: のですよね↑、うん。あんまり覚えてへんですけど。

(21) 

→304YA:{笑い}全然わからへんでした

(22) 

→198YA:前略で清水寺とかあんまり習わない、主主主己主主か↑

(23) 

→190YA 宜主主己主主。あのね↑、地元、ゃからこそ、かもしれない、ですけど。

(24) 

〔若ー調〕

〔老ー調〕

〔若ー調〕

〔若ー調〕

〔若ー調〕

〔若ー調〕

486SA:前略いまみな、郊外に出てはるからね↑、 (YF: はいはい)山科の方とかねじ (YF: え

• 一え-)いっぱい行かんならんですわ。(老ー調〕

(1) 集計結果を見ると SA も YA も《対調》場面でのみデス・マスを用いていることが

わかる。

(2) 表の( )内に示した文内における各形式の出現位置を比較すると YA の《対調》

場面で丁寧体形でも文末以外(表では括弧内の左項)での使用頻度が高いことがう

かがわれる。 SA の場合《対調》場面のスル形式でその傾向が顕著である。

2.6.2. 解釈

(a) SA、 YA によるデス・マスなどの丁寧形式の使用は《対調》に限られている。高い

スタイルの談話でもその談話を構成するすべての文が丁寧体形であるとは限らず、

丁寧体を基調としている談話でも聞き手を意識しない箇所では普通体を用いるこ

とはありうるとされる(野田 1998 他)。このことを考慮すると、《対調》における

「丁寧体形と普通体形の混用J と《対老))((対若》における「普通体形の専用 J と

いう丁寧体形の使用の如何を軸とした場面による切換えが行われていると言える。
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なお、発話に際して、話者は文末や従属句末で常に普通体形と丁寧体形のどちらか

を選択をしなければならない。このような言語項目を本稿では、選択必須項目と呼

ぶことにする。

(b) YA は《対調》場面で丁寧形式の使用と並行して、言い切りを避けるというストラ

テジーを用いているように見えることから、文を言い切らないこともスタイル切換

えに関わる言語行動に加えることができるかもしれない。この点に関してはさらに

検討する必要があろう。( ~ 2.4.2. 、 ~2ふ2.参照)

2.7. 推量形式

2.7.1. 結果

〔表 12 確認、要求用法〕

老 (SA) 若 (YA)

対老 対若 対調 対若 対老 対調

デショ(ー)γ1 24 2 

マスヤロ↑勺 5 

ヤロ(ー)↑句 23 25 21 2 

*1 動詞述語と形容詞述語、名詞述語推量形のうち確認要求用法の合計で〔表 10) でデスの欄に示した数

の一部である。
*2 動詞述語推量形の確認要求用法で、〔表 11) マスの欄の集計数の一部である。マッシヤロ↑も含む。
発話例を (25) に示す。

事3 動詞述語と形容詞述語、名詞述語推量形のうち確認要求用法の合計で〔表 10) でダの欄に示した数の

一部である。

〔表 13 推量用法〕

デショ(ー)・1

デッシヤロ 1

老 (SA)

対老 対若

若 (YA)

対調 対若 対老

ヤロ(ー)勺 5 7 32 2 

対調

2 

事 1 動詞述語と形容詞述語、名詞述語の推量形推量用法の合計で〔表 10) でデスの欄に示した数の一部で
ある。

*2 標準語形ダロ(ー)は出現しなかった。動詞述語と形容詞述語、名詞述語の推量形推量用法の合計で
〔表 10) でダの禰に示した数の一部である。

(25) 

482SA・だからもー全部専門職がね↑、 (YF:ですね一八)うん。十日町はほれ、一つの一、会

→社にあの、友禅ゃったっても全部集めてをE主-:>1..-金主↑

483YF:集めでありますね↑

→484SA:一貫作業でやってますやろ↑

485YF:そーですそーです。 〔老ー調〕

(1) この項目は SA と YA とで切換えのパターンが異なる。 SA は《対調》で標準語の推

量形の丁寧な形式であるデショを確認要求用法で多用し、《対老))((対若》ではヤロ
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を使用している。形式によりほぼカテゴリカルに切換えている。推量用法は方言形

ヤロの一形式のみを用い《対調》では使用自体ほとんどみられない。

(2) YA は《対調)) ((対老》で表にあげた推量形式自体をほとんど使用していない。使用

する形式はヤロ中心で、デショは少数例しか認められない。両用法とも《対若》で

は多数使用している。

2.7.2. 解釈

(a) SA が場面に応じて形式を切換えているのに対し、 YA は確認要求用法自体を祖父 SA

や調査者 YF を相手に使用していない。 YA にとっては SA も YF も年長者であるこ

とが使用を控える要国となっているのだろうか。逆に SA は 3 人の話し相手より年

長であり、経験豊かである。 YF に対しでも丁寧な言葉遣いはしているが、若年の

YF に説明したり紹介したりする立場で会話を進めている。そのような言語外的条

件や話題もこの結果に関与していると思われる。

(b) SA は《対調》場面で確認要求用法と推量用法で使用する言語形式を変えており、

今回のデータだけでははっきりしたことは言えないが、確認要求用法でデショを主

に(マスヤロをまじえて)用い、推量用法でヤロを用いるというように形式による

機能分担を行っている可能性がある。

2.8. 素材待遇語(動詞・助動詞)

2.8. 1. 結果

〔表 14 素材待遇語ホ1 J 表内の数字は上段に出現総数、下段に話し相手待遇/第三者待遇とする

老 (SA) 若 (YA)

対老 対若 対調*2 対若 対老 対調

語象的尊敬語 3 

0/3 

美化語 5 

5/0 

オ~ヤス(方言形)勺 1 
110 

ラレ/レ 9 
118 

ハノレ(方言形) 1 20 19 2 
0/1 0/20 2/17 0/2 

φ4 73 35 35 61 57 24 
58/15 26/9 0/35 12/49 1/56 0/24 

ヨル・オル・トル 11 13 1 15 3 

(方言形)*5 0/11 0/13 0/1 3112 0/3 

本 l 主文末、南 (1974) の分類による A類以外の従属句内の動詞述語で、対応する主語が一人称のものを

除く。左列ゅより上の行には上位待遇とされる表現形式を挙げた。

*2 話し手を主語として謙譲語が 3 例現れた。
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ホ3 森山 (1994) に、高年齢層の用法では丁寧融合型尊敬形式として位置づけられ、そのままの形で「オ
入リヤス」のように命令表現としても使用できるとされている形式である。

本4 素材待遇語が付加されない形式。

行近畿中央部方言で軽卑的意味をもっとされる形式である。オル・ト/レの発話例には待遇的にはニュー
トラルだと感じられるものもあったが形式を優先して集計した。

(1) SA はハル以外の尊敬語形式を《対調》でだけ使用し、話し相手待遇での使用はこ

の場面のみとなっている。

(2) YA は《対老》でハルを 2 例使用している以外、どの場面でも尊敬語を使用してい

ない。

(3) ヨル・オル・トルの《対調》場面での使用は YA は全く無く、 SA は 1 例のみである。

使用される場合第三者待遇での使用に傾いている。

2.8.2. 解釈

(a) 尊敬語に関して、 SA は不徹底ではあるが場面による使用形式の切換えを行って

し、る。

(b) 軽卑語については両者とも場面による切換えを行っている。その契機は相手との

親密度によると考えられる。初対面の調査者には使いにくい語類なのであろう。

(c) SA の尊敬語の使用実態をより詳しく見ると、同一ドメイン内での切換えが認められ

る。

《対調》場面で出現した尊敬接辞ラレルとハルを時間軸上におけ、主述の対応とと

もに示すと〔図 1 )のようになる。 SA は最初、共通語形ラレルを使っていたが、

発話番号 135 以降方言形ハルに切換えている。ハルに切換えた笛所の発話例 (26)

(発話番号 135) と、ラレルを用いた例 (27) (発話番号 57) を示す。

〔図 1) 凡例 0: ラレル 女:ハル

時間軸 ……一一一一一一一一》
発話番号 46 57 77 79 107 125 135 139 197 

使用形式 0 …… 0 ・….0 ・・・・ 0 ・… O …..0 ・・・・ * ・・・・ 女 …… 女
言及対象 友禅職人友禅職 YF 問屋 友禅職人室町界 堀川で友近所に住西障の織

人 (話し相 隈に住ん禅流しをんでいた屋
手) でいた友していた職人

禅職人人

発話番号 207 215 221 229 378 404 428 486 521 573 
使用形式 女……女……女…・・女…・・女……女......女……女・・女/0 ……女

言及対象 室町の商鉾町の呉室町の呉呉服屋の YF 子どもを京都の親友禅職 京都の初桓武
店主 服屋 服屋 主人・妻(話し相十三参り 人 詣客 天皇

手) に連れて
行く親

(26) 

135SA: え、もー上上をふたしてあんのや。 (YF: はいはいはい)その、堀川っちゅー川は、

(YF: はし、)疎水から水引ーて、 (YF:あつはい)ほいで、ここーで、こーゆ一、友禅のあ
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の一、ほれいろいろな不純物が付くでしょ↑、こー今の、糸め置いたり、 (YF:そーで

• すね一八)ねー八。そーゅーのをだーっと豊エ且2主ん。 (YF: は一一)ほゃからみな

固まってた。 〔老一誠]

(27) 

057SA:前略ほいで一、こ}ゆ一、絵を描く人がね?、 (YF: はい)いらっしゃるわけですよね?、

• 最初。で、絵を描かれる僕が注文した、絵を撞主主主わけです。 (YF:はい)ほな次

この白いほれ、線があるでしょ↑ (YF:えつはしつこれを糸めいと申しましてね↑、

(YF: はい)この一、この色を差せるよーに、その絵の上を、縁取りするわけですね?

〔老ー調〕

(26) を含め図 1 で言及対象となっているのは、話し相手を除くと、具体的な人物

ではないカテゴライズされた人物か歴史上の人物である。現代標準語ではこのよう

な対象に尊敬接辞を付加することはないが、京都市方言では付加するのが普通であ

る。 SA は最初共通語形ラレノレを用いていたが言いにくく、語感もあわないため切

換えが起こったと考えられる。

2.9. 間投助調

2.9.1. 結果

〔表 15 間投助言司・1) 

対老

デスネ

老 (SA)

対若 対調 対若

若 (YA)

対老 対調

ネ(一) 2 1 ・ III ・2 1 5 74・3

ナ(一) 13 33 1 44 12 

サ(一) 3 ・・ 2 

*1 次の形式に後続するものを関投助詞と認定した。(松丸・辻 2002 による)
接続助詞・接続調・副詞・高IJ助詞(は・も)・格助詞・テ形・名詞( rダJ rヤJ を補うと意味が変わる
もの)

勺丁寧形式が付加されたデスケドネ 4 例、デスカラネ 1 例、マスケドネ 4 例、マシテネ l 例、マセンケ
ドネ 1 例含む。

勺丁寧形式が付加されたデスケドネ(ー) 9 例、マスケドネ 1 例、デスカラネ 3 例、マスカラネ 2 例、

マシタカラネ l 例、デスシネ 1 例、マスンデネ 1 例、マシテネ 1 例含む。

(1) SA、 YA とも《対調》場面では圧倒的にネ(ー)の使用が多い。は丁寧形式と共起

することもある。 YA は丁寧体形に接続助詞を伴う形でネを多用している。《対調》

では他の場面と比べ間投助調自体の使用も多い。

(2) ネ(ー)に近い機能を持っと思われる方言形ナ(ー)は SA、 YA とも《対若》で《対

老》より多く使用されている。

(3) ネ(ー)、ナ(一)については SA、 YA とも《対調》場面とそれ以外の場面でほぼ

カテゴリカルに切換えている。

-16 -
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解釈

ネ(一)とナ(一)の場面による出現数や丁寧形式との共起関係の比較からは前者

が上位形式だと考えられる。

フォーマルな場面の方が間投助調の使用自体が多いのは話し相手の反応をうかがい

2.9.2. 

(a) 

(b) 

ながら話を進めていこうとする話し手の態度の表れと言えよう。

あいづち

結果

2.10. 

2. 10. 1. 

あいづち勺

ソーデスネ

ハイ系勺

ハー系勺

エ一系叫

ソー系吋

アー系吋

ホ一系吋

フン系吋

ウン系句

へ一系

ナ一系

繰り返し

その他円。

会話の先取り等切 ー 215  

キ 1 ナガノ・7 ドセン，ヤスコ他 (1999) による f相手に対する応答の中で、質問や命令に答えたものや実

質的な内容を含む発話ではなく、『聞いている』、『わかった』、『それからどうなった、もっと聞きたい』
などの意思を表明することによって、対話を円滑に進める機能を持つ言語形式」という定義に加え、タ

ーンの交替につながらないものとする。
*2 ハイ・ハーハイ・ハハイ・ハイハイ キ3 ハー・ハ一一・ハーハーハー
ホ4 エー・エッ・エーエー・エーエーエー 巧 ソー・ソーヤ・ソヤソヤ・ソラーソーヤ

ホ6 ア・アー・アーアー・アーアーアー *7 ホー・ホー一

句 フン・フーン・フ一一ン・フンフン・フンフンフーン。ただし摩擦音の完全な聞き取りは困難である。
吟 ウ・ウン・ウーン・ウンウン

*10 その他の主なものはイエイエ・イヤイヤ・イヤーなど

*11 アー ソーカ 5 例、アーアーソーカ 2 例、アー ソーナン I 例含む
*12 ナン l 例含む
*13 ハイ、ソーデス 1 例含む

ホ 14 エーエー ソーソーソー1 例含む
*15 ア一、ソーデスカ 2 例含む
*16 ア、ソーナンヤ 1 例、アッソー1 例含む
*17 ソー、コノジキニデスネ 1 例含む

キ 18 アッ、ソーデショーネ 1 例、アー
*19 オージデス 1 例含む
*20 rあいづちJ と「実質的な内容を含む発話J との境界にあり明確にどちらに属するとも言い切れない
発話で、言い換えや先取りや補充により発話を完成させるタイプのあいづちでザトラウスキー (2000)

〔表 16

対老 対調

2 

若 (YA)

対老対若対調

老 (SA)

対若

58 

29 

11 ・ 17

20*18 

2 

8 
9・ 16
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で f共同発話J すなわち f2 人以上の参加者によって作り上げられる名調句や節、単文、複文J に近
い。具体的には発話例 (27) (28) のようなものである。

(27) 

285SA:おじーちゃんは今な一八、血圧のうーん、下る薬と、血の流れを、よ}する、血流、を

• よーする、薬[飲んでる]。で一、だから今怪我したらな↑、あかんのやて。血が止まら

へん。 (YA:並註盃)だから手術できへんのや。おじ}ちゃんは今。うーん。[老ー若〕

(28) 

319SA:いやいや、おじーちゃんも決めてんの。 (YA:あ、決めてんのやんか)も一月火ーと。ほ

んで、水木金ど一日と、初めはな?、月水とか月木とか、 (YA:うん)こ一、とばし

• ててん。ほんだら、医者がな?、一日やめて飲むよりも二日連続して、 (YA:主主主旦ニ

が)やめた方が効果ある[てL (老ー若〕

(1) SA はハイ系とエー系を《対調》のみで使用し、他は連続的な切換えが見られる。

YA は《対調》でハイ系>ウン系>ハー系の順に多く使用している。両者ともその

他の場面ではウン系を多く使用している。

(2) 方言形であるへ一系・ナー系は SA だけが使用する。 YA は標準語形を連続的に切換

えている。

(3) SA はカジュアルなドメインで頻繁にあいづちをうち、 YA は逆にフォーマルなドメ

インでより頻繁にあいづちをうつ傾向があり、 SA は身内同土となる《対老》場面

ではあまりあいづちをうっていない。

2.10.2. 解釈

(a) あいづちに関してはあいづちの形式自体、および、丁寧体形と普通体形の対立が重

層的に切換えに関与している。

(b) SA の場合、フォーマルなドメインでハイ系を、カジュアノレなドメインでフン系・

ウン系を用いて切換えるという形ができていると思われる。

(c) YA はあいづちに関しては方言的な要素が認められない。フォーマルなドメインで

ハイ系を選択し、丁寧形式を付加するという傾向はあるが、ウンの使用を特に控え

るという意識は薄い。

(d) あいづちの頻度は、世代聞のあいづちに対する評価の世代聞の違いを反映している

可能性もあるが、談話の展開など、さまざまな要素との関係をさらに検討する必要

があろう。

2. 11. 音便形

2. 11. 1. 結果(集計結果は次頁表 17 に記した)

(1) SA は《対調》で方言形である動詞のウ音便形・イ形容詞のウ音便形・副詞のヨー

のみを使用し、場面による切換えをしていない。

明 18 -
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〔表 17 音便形〕

老 (SA) 若 (YA)

対老 対若 対調 対若 対老 対調

動調促音便形拳1 2(8.3) 30(48.4) 13(50) 13(92.9) 

動詞ウ音便形 22(91.7) 20(100) 44(100) 32(51.6) 13(50) 1(7.1) 

イ形容詞非音便形勺 3(60) 

上記イ形容調ウ音便形 9(100) 3(100) 1(100) 2(40) 立盟盟
副詞:ヨク - - ・ ・ 1(100) 1(50) 

副調:ヨー 1(100) 4(100) ・ 6(100) ・ 1(50) 

*1 下に示した「は行J 動詞の連用形でテ・タ・タリが後続する場合標準語と同じく促音便で出現したも

の。会う・洗う・言う・思う・買う・吸う・違う・使う・払う・貰う・~てしまう
*2 次にあげるイ形容詞連用形でナルなどの動詞に続くもののうち音便形をとらないもの。
多い・遅い・早い・安い・良い・悪い

(2) YA は《対若》でもほぼ半数は共通語形を使用しており、《対調》では方言形はほと

んど現れない。

2. 11. 2. 解釈

(a) SA に場面による切換えが見られないのは以下のような理由が考えられる。①動詞

の促音便形・イ形容詞音便形は本人に方言形だという意識がなく、切換え対象とな

っていない。②YF がずっと年下だということから最高度の注意をはらう必要がな

いと考えた。③活用は変換が複雑で文法の根幹にかかわる部分であり、標準語の音

便形に転換するのは高い文法能力を要するが、そのレベルまで標準語の習得が進ん

でいない。④この項目は方言形でもフォーマノレ度ないし待遇度により切換える必要

がないと考えた。

いずれの理由にしても方言形か標準語の二者択一が義務的な言語項目であるにもか

かわらず切換えが行われなかった項目と言える。

(b) YA はすでに標準語の音便形への移行段階にあり、フォーマノレな場面で標準語形が

選択される。

3. まとめ

(a) 今回取り上げた言語項目に関して言えば、 SA と YA はおおむね当初企画した場面設

定に添った言語行動、すなわち《対調》場面で高いスタイルを選択するというドメ

イン間スタイル切換えを行っていると思われる。ただし、《対調》場面でも、項目

によっては話し相手である YF のもつ複数の属性、例えば初対面・年下ないし年上・

標準語で話す等の多様な要因が切換えに微妙に反映していることも見逃せない。

(b) 他方、先行研究でも京都市方言話者の母方言に対する評価は他方言話者と比較して
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も抜きん出て高いことが指摘されているが(井上 1994、渋谷 1995 他)、そのような

自己評価に裏付けられた自信がフォーマノレなドメインでも方言要素がともすれば

出現する結果となづていると思われる。ただし、この傾向は SA に顕著で、若年層

の YA は今回取り上げた項目に関してはフォーマル場面でほぼ共通語形を使用して

おり、若年層における共通語の浸透・標準語使用能力の習得がうかがわれる。

(c) 話者の言語切換え時のヴァリエーション選択に到るプロセスを模式的に示し、本稿

で取り上げた言語項目に関しあてはめてみると表 18 のようになると思われる。実

際の切換えにあたっては、標準語のヴァリエーションと方言のヴァリエーションが

交叉し、文法的な制約もかかわりつつ複雑な様相を呈する。

〔表 18 京都市方言における切換えの類型〕

発話に際しての切換えの行使 切換えの方式 具体的な言語項目円
言語項目使用の行う/行わない

'fTつ
使用必須言語項目

カテゴリカル 丁寧形式~2. 6 

連続的 音便形 YA ~ 2.11 

行わない 音便形 SA ~ 2.11 

言語項目の使用自行う カテゴリカル 自称詞 SA ~ 2.1 ・親族名称~ 2.3 ・素材待

体が任意的 遇語~2. 8 ・あいづち~2.10 

連続的 自称調 YA ~ 2.1 ・対称調 SA ~ 2. 2 ・逆接接
続助調 SA ~ 2.5 .逆接接続助詞 YA ~ 2.5時

行わない 原因理由接続詞 YA ~ 2. 4※*2 

当該の言語項目の使用自体を回避する 対称調 YA ~ 2.2 ・逆接接続調~ 2. 5 ・確認

要求表現~ 2. 7 

*1 項呂名の後に当該項目に言及した節を記した。言語項目のうち特定の話者だけに該当するものは話者記号

を付した。
*2 文パターンも切換えに利用する。

(d) (c) を一般化し、図式化して示すと図 2 のようになろう。 ~2.6.2.で丁寧形式の使

用・不使用の選択に関して述べたように、ものごとを述べる際、話者が使わないで

済ますことのできない言語項目(使用必須言語項目と呼ぶ)と使わずに済ますこと

のできる言語項目があり、後者に関しては、使用か使用回避か選択することからす

でに切換え行動は始まっていると見ることができょう。

〔図 2 切換え類型の模式図〕

ドメイン間切換え /カテゴリカルな切換え

一一----ザJ換える4一連続的な切換え
匂l換えない
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京都市方言話者のスタイル切換え

本稿では示すことができなかったが、ローカノレなドメイン内切換えも行われ得ると

予想される。

4. 展望

本稿では 14 の言語項目を分析対象としてスタイル切換えの諸相を検討した。その結果、

個々の言語項目間で切換えの様相が異なることを指摘できた。しかし、カジュアノレなスタ

イルとフォーマノレなスタイルを対比する場合、一般にイメージされるのはコードとしての

カジュアルコード対フォーマルコードなのではないかと思う。カジュアルなコードとフォ

ーマルなコードをとらえるには各言語項目聞の関係を見ることも必要であると考える。

取り上げた言語項目に関しては、文法項目を主とし談話マーカーとなるものも若干加えた

が、他に談話の展開の仕方などより大きい単位で比較検討することによって新たな知見を

加えることができるかもしれない。

方言と標準語の対立がスタイル切換えとどのように関わっているかについては検討の

余地を残している。スタイノレ切換えに際して標準語形が選択されることが多いが標準語形

は必ずしも方言形ときれいに対応しているわけではない。語形選択は意味・機能との対応

もあわせて見る必要がある。

前章で指摘したように今回はドメイン内切換えのうちローカルな切換えの事例を示しえ

なかったが今後そのような切換えの検証を行う必要もあろう。
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〔老ー老〕

収録日時: 2C胞年4月 3 日

収録場所 :SA 自宅

話題:祇園際用ワラジ製造業者視農→松山でのサッカー

交流試合→ゴルフの話→パープルサンガ→室町の不況

の話イ胞のクラブ

∞ISA: も一四月にはいったら、あんたんとこのあ

の一、町内なんか、祇園のーも}段取り

してんの↑、祭りの。

脱SC: うん、ま一理事会ーは一、当然あるし一、あ

ーまーもー祭りはもーかかってるわ

ね↑、でー

∞'3SA: もーかかってんのか↑

∞4SC: 半分かかってます。

∞5SA: 段取りで↑。

ω6SC: はい。

∞7SA ふ一一ん。

∞8SC: も一、{咳}そやから一、あのー、まー最前も

ゆってたよーに、ね↑、草履ーは、あのー、

(SA: う) 草乾を こしらえてもらうのに、

∞9SA: あれ草鮭で、いまおーたゆーたやろ↑

OIOSC: うん。

OllSA あれわ一、あんたとこの町内、だけ京都の、

(SC: うーん、し中) 祖璽祭のとこはみな

そこ↑

Ol2SC いやいや、そーでもないねん。うん全国に

は出しとるけども、

013SA: Iまーたら なんやんか一、あんたんとこらの辺

だけやったら、数少ないゃんか。

OI4SC: もーし中も、全国に、出してる一、そーゆ

一、あのー

OI5SA: し、や発注するのがさ一、 (SC: あーでー)

島根県で発注するにしてもさ?、

OI6SC: うんもよそにわゆ一てない。よそゅー

たら また一、あらへんよーになったらかな

んさけ一。{笑し、}

OI7SA: そやけどあんたんとこらででなんぼよー

いったって、百いらへんのやろ↑

OI8SC: 百ていらへん。 25 だけ。 25 足。

OI9SA: わーざわざ一、そ、それだけ↑ ほんな相手

も、もっと一、欲しーやろに。

020SC: いそ」、そーゆーでも一、ねっ↑、自分とこ

ーも去年ーやっぱし断られる一、ちゅ

ーなこともあったしね↑

021SA: ほなあんたんとこーなんカ吋土、そこ一長

いこと、取引してんの↑

022SC: うんま一、僕はやけどま寸年ぐらいはな

るね↑

023SA: ほ一、それはやっぱり どっかから聞いて

• 

024SC :うんま一新聞でね一八ちょっと見て、そ

の一、前の年にね↑、あの、往生したん沖。前

の年にね↑ (SA: うん) うーん、と ゆーこ

とは行事一、ちゅーてま一、役がきて、

(SA: うん) まわって、きてー うんいま

までやったら一、北がわの 釣り小屋で、

(SA: うん) うーんあのー、草鞍あの草

鞍が はいったー、ちゅーてね↑あの骨蟻甘り

に、鮎がけに、 (SA: うんうん) 草鞍使い

おるから。でそのときに一、あのー、草継が

はいった ゆーたら、さ、見にいくわけや。で

一、それで色がついてない、ね↑、 (SA:

うん) うんま一、神事に使うのゃからま

ーそーゅーなもんは、まーま一、 (SA: うー

ん)たく あのー、何回も いかんならん。

(SA: うーん) むこーにも 三十足ぐらい

きてやね↑、使えるもんがね↑ 三足とか四足

とか、しかあらへん。

025SA: 送ってきよって↑

026SC: 送ってきて。あーはいったゆーでも。

027SA: へ一一。

028SC: なんかあのー、三回も四回も行かんなら

ん、そのつど。ま一、北) 11も一、ま一、その点

は、ね一八、あ一、ま一理解してくれて一、

雷苦してきでくれるのやけど。

029SA: ほな一、なにかー↑、あれ草鞍注文一、島

根県まで注文、するん冷けどその一、村自

体は、よそからも注文聞ーとるわけゃな-

030SC うん。きーとる きーとる。全国

031SA: あっちこちの (SC: うん) 祭りやとか、 (SC:

うん) 行事のー

ω2SC: うん。全国

033SA: なにがあるゃん。

034SC: 全国ベースでやっとる。

035SA: は一一。

036SC: う λ布

037SA: それ専門に↑
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辻加代子

〔老ー若〕

収録日時 :2仰年3 月 3 日

収録場所 :SA 自宅

話題 :YAの仕事→YAのし、きつけの飲み屋→自分と家族

の健康→旦2金註→各地の食べ物比較

325SA: おまえとこはなにか↑土曜日はも一、全土

曜休み?

326YA: えーと伊外あるんやけど、土耀は基本的

に (翫邑休恥

327SA: ふつ一、まー〉、あのー基本的には、

328YA: あのーオフ、ンーズンはもほぼ、完壁、土

曜休みb

329SA: オンて、いっと一、なにが、オフ ちゅーのは

おまえところの商売ではいつがほなら

オフになる↑

330YA: えーと

331SA: 夏か↑

332YA: 克 (SA: はー) 夏場b

333SA: 夏場がオフか。

334YA: 夏場もーだってほとんど営業出るこ

ともないし、 (SA: あーそーなん。) 出来

たらひだり**

335SA: 冬は忙しいの↑

336YA: 冬はな新しーものつくらんと あかんから

(SA: は一一) 冬は種まき、とれ (SA:

{笑い})夏が (SA: ふ一一ん) ちょっと

休憩して。田んぼ休憩さして新し一、もの

考えたりして。

337SA: もー梅雨じぶんから↑

338YA: うん。あんね}八

339SA: もーおまえらで一、も考えるの。

340YA: うん、考えてるよ↑、どんな もんがえーか

とか、来年どんなんが売れるかとか。

341SA: いや、それは、織り方をか↑

342YA: し、や織り方じゃない、織り方じゃない。がら。

柄とか色

343SA: 柄て どーゆー柄のこと↑ おまえらが。織

物やろな。

344YA: うん金欄の杭

345SA: あ一、あれ柄一、あそーかそーか。

3栃YA: 衣装の柄。

347SA: 衣装の柄があんの。

348YA: うん、だから あのー、織り場はーそ}ゅー

ぜ術的なこと わかっても、 (SA: うん) や

っぱ現場からは速いやん。 (SA: そらー

そーや) うん。やっぱ現場いつも見て

きて一、こー着物のこーゅー形にでるの

には今年こーゅーのはやったな}と

か、そーゆーのゆーて、じゃー来年は、

349SA: なんかそーゅー、参考になる、 (YA: そー)

古代衣装とかそーゅーもの**。

350YA: そーあれも本見ながら、 (SA: うん) じ

ゃ今年この柄アレンジしてくれとか

織り場へ持って行って、***って**

351SA: 図案描均九んの↑

352YA: 図案はねー、あ図案やゆーたら、

353SA: いるA沖ろ↑

354YA: うんいる。

355SA: んで図案も こーてんのやろ? よそから

持ってきおるやろ。 (YA: あ一、もー) それ

はかわへんの↑

356YA: 買オア\ん。 (SA: ふーん) 織り場に任して

ある そーゅーの。 (SA: ふーん) 下図を。

357SA そやけど、そーゅーずあーん、やさんがあ

るやろ。

358YA: あるある。

359SA: なそこへ発注するんやろ↑

3ωIYA: 織り場は発注するやつなかったと思う。

361SA:あっ、直接おまえんとこからは図案屋に描

かさへんの↑

362YA: うん。

363SA: へー。あそーなん。ふーん。

364 YA: だってその織りになったときの形が

だってあんまり湧か、イメージが湧きづ

らいから、**く (SA: あーあーそーか。)

営業で比 (SA: ふーん) おじゅずは紋図

はわかりづらいから一。あと一、刺繍作

る時は自分で絵ー描かくけど。 (SA: ふー

ん。) あの策l踊ものーとか加工ものとか。

(SA: あーあーあ一。) 刺繍やってくれ

(SA: うん) とか、お客さんが、オリジナル

で、ちょっと手刺繍でものを考えてくれ

んか言われて。たぶんおれが最初に自

分で絵をばーって下絵描いて、 (SA:

ふーん) でこんなのこんな図ーで三

つぐらい (SA: (笑し、}) 描いて、自分で。

(SA: あそ}なん) あのー本から引っ

張りばり出してきで、 (SA: うん) あ こー

ゅーのえーなと思ったらこ一真似し
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京都市方言話者のスタイル切換え

〔老ー調〕

収録日時: 2002年3 月 3 日

収録場所 :SA の自宅

話題:着物生産工桂→京都の繁華街→鉾町・室町→十三

参り

207SA: あのねー、昔はね一、割丁ゆーてま一、町

屋でしょー↑。 (YF :はい) ほゃから住ん

ではったわけですわ。 (YF :あー) 従業員は

外から通ってきても、 (YF :はい) そこの

一、家の、お方は、 (YF :はい) 家族全部

そこ住んでて、 (YF :へー) 子供はその

周辺の学校行って、 (YF :はい) と、ゆ

ーかたちでした。 (YF :はしウ で円い、い

まーだからあの、鉾のね↑、鉾町っちゅ

ーんですよ↑

208YF :えっ↑

2ωSA: ほこむ、鉾のね↑、 (YF :は川 鉾知っ

てはりまんな一八、祇園祭の。

21OYF: あ一一、はし壮いはし壮い。あの祇園祭りで、

並ぶあの 〈鉾↑

211SA: 並ぶ〉 銑

212YF :はし L

213SA: あれが、あるとこ一、童相T っちゅーんですわ。

214YF :あっ 童相了って ゆーんですか↑

215SA: へー。鉾の町ね↑、 (YF :はいはい) 皇制I。

それわ皆ね↑、町屋がみな、呉服屋さんが

ー寄って一つく、やってはったわけです。

21ぽF: あっ、その鉾ー↑

217SA: 鉾町を。 (YF :はし、) もー維持してはつわ

けです。 (YF :はし、刷、) それが今一、-み

な ピノレになってマンションなったりし

て、 (YF :えー) ほし、でそこのへすんで

はった人もみなま一、郊外へ行ったりね

↑、 (YF :はい) してますやろ↑ (YF :あ一

一) ほゃから学校がなくなってきてます

わね、いちばんに。

218YF :あっその小学校がですね↑

219SA: 小学校が、 (YF :はい) 統廃合して一、よー

けいもーわたしらが、いた学校、は、ほら

孫一、も、行ってた学校でもすでに、なく

なってるんです。

220YF :あっ そーなんですか↑

221SA: は川 (YF:は一一)あの中心の学校はも、

どんどんなくなってる。 (YF:ふんふん) 中

学校は統廃合するし、小学校、も、統廃合し

て、 (YF :統廃合) 三つも四つもで、ひと

つ生徒数がいーひん。とゆーことは、その

ー今まーで室町っちゅーて呉服屋さん

が、そこに住んで、はったかたが、住んでない

わけ。 (YF :あーあーあーあー) ほいで、会

社になりますわね↑。 (YF :そーですね↑)

そいで、ま一、マンションでのーても、自社ピ

ルにしたら、も、そこに、あのー、祉長さんや

らは住まんと、 (YF :はい) よそい、郊外

へ行って、 (YF: はし、) ねー八、そこはも

一会社の、 (YF :の、もー) しまそ、ば

一つ、空家ですゃん。

222YF :空家ーってゆーれま、働く場所}↑

223SA: 場所だけでになってしもた。

224YF :だけなってしまった。

225SA: だから、昼人口と 夜人口はごろつて変わっ

てきてる。

22訂正ごろつと 変わるわけです寸2 ↑

227SA: はし L

228YF :夜人口はもほとんどし、如、↑

229SA: 居ないと。そーゅー具合な、あのー形式にな

ってきてますね↑ (YF :はー) で、わたしら

の若いじぶんわ、皆も一、それこそ晩に

でも、まいどおーきにっちゅーてはいっ

てったら、 (YF :はい) ご主人も、も奥さ

んも む中はったわけですわ。 (YF: はい) ほ

んなもん、今は も一、あんた一、錠かけて、

帰ってしまはりますゃん。 (YF:刷、刷、) シ

ャッター 下おりてますゃん。 (YF :おりて

はい) ね一八。 (YF :は一一) 烏丸通りみ

たよなもんですわ、今劉通りも。

230YF :あっとつまり えーと烏丸通りも確か

えーと一、

231SA: 今も ビルだけで、〈針土だけでしょ↑

232YF :もそーゆ会社、だけ〉 ですよね↑

233SA: えーロ

234YF :あっそこやっぱそこもー↑、

235SA: 呉服屋よーけーありますゃん。 (YF :は川

ま、 詞券会社や針子もあるけど一、期限

も よーけーあるんです。 (YF: はーし、) そ

れも、昔はみな町屋ゃった。

236YF :町屋ーさんで)、 (SA: うん) 人が住んで

たわけですよね↑

237SA: 住んでたわけです。 でも今はも一会社
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辻加代子

〔若ー若〕

収録日時: 2002 年 3 月 10 日

収録場所 :YA の自宅

話題:就職面接時の敬詩→箇子や御菓子→修学旅行→

スノボー→関西弁の話一也圏盆

7価YA: 有給全部消化しとるゃん、祇園祭休めへ

λノゃんけおまえ。そんなしたら。

707YC: 祇園祭なー (YA: うん) 人多いしなー↑

708YA:今や昇格して太鼓やのむある意味も一、

リーダーやで。

7ω'YC: ま リズムたいやもんな↑。

71OYA: うん。リズム膏痴の俺が、よーも式設や

ってるな思ったら、 (YC: {笑い})べつに

できるもんやな↑、あれ簡単やし。

711YC: ちゅーかみんなが合わすんやろ↑、太鼓lこ。

712YA: うん合わす。

713YC: やろー↑

714YA: だから、いっぺんな、最初初めて[のとき]、

めっちゃ緊張してな↑、 めちゃ速かつて

んや。 (YC: ふん) も こんなベースで。

ほな踊りーが踊りの先生がおるゃん↑、

(YC: うん)川島先生。あの座わると、釜

石くん速いでーてとiJ\，あんた踊りやっ

てたらあんな速く まわったら しんど

なったわて、言われて。あほ**ですよ、とか

いって。

715YC: めっちゃ遅してやんねん。とーん、とーん

716YA: あ一、そーそーそれぐらいでやっとったら

な↑、踊り手はめっちゃ加、へんや。見て

いて楽しいわ。 (YC: くろ*ーいねー*)

それかせち。これそーやって**

717YC: そ一一一れっとかゆって。{笑い}そ一一れ

一ーや。

718YA: あのそれ、俺一回あのそーれがめつ

ちゃ うずみあがったことがあってな一

因。そ一、れーっ とかいって声高くー

{笑い}

719YC: 恥ずかし一。はずかし

720YA:声がいきなり 上がりだしてな↑。{笑いなが

ら}わーしまったかっこわりーとか思

って。

721YC: 耳bじさらしちゃった。

722YA: 練習やしえーやん思ったけど。えら緊張

するとやっぱ声裏返るねんか↑

723YC: 裏返んな一八

724YA: うん。で、日野さんおれ太鼓ーずっと太

鼓やってた** おれらん時から。 (YC: う

ん) あの人は声え一声してるからな

725YC: そ-þ れ-þ{低い声音で} {笑い}

726YA: もー響くからなー。あれくらし、なりたいね

んけどな一。どーも声こもるもるからな↑、

{色

727YC: んなん難しそー。でも祇園祭なーどーす

るんやろなー今年。

728YA: あの梶く人ノゃったら女連れなー。

729YC: {笑い}おったらなー。 (YA: {笑い}) どっち

にしよーかな。{笑い} (YA: {笑い})いちごー

にごー さんご一。何日間やるλノゃったっけ

730YA: えーと、(十四、十五、十六十丸

刀lYC: 宵山宵宵山) 十七は、

732YA: 十四は

733YC: 十七は、

刀4YA: 鉾建設して〉、ま、十五十六十七ゃな↑。

735YC: 十七は、まーなし、から、十五、十六、十七。

午前六人ゃな↑午前午後午前午後午前

午後。

736YA: なんで↑、十七は巡行やで↑

737YC: 巡行、は

738YA: あ、そーか、十固まだ夜店一出てへんか

↑十五十六か本番

739YC: 四人か一。誰削ったらえーんやろ↑

740YA: そんなんがおらへんのになに言ってるの

741YC: {笑い}

742YA: {笑い}一人おったってえーらいことやのに。

743YC: なんてことを。言寸畠ぎでしょ あなた。

744YA: おるやろ↑、でも。

745YC: 気まずいことした。

7必YA: おまえ↑

747YC: ぼとぼとぼとと。{笑い}ちょっと も一、ス

エード しみになるんはいやなん々。
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京都市方言話者のスタイル切換え

〔若ー調〕

収録日時 :2∞2年3 月 3 日

収録場所 :SA の自宅

話題 :YA の仕事→地域の学校事情→京都の観光→修学

旅行→京却の通り名→盆園祭

485YF :だから さっきも どこに住んでますかつて

関一て、生協を聞かれたときに一、 (YA: う

ん) えーなんで、したっけ一、

486YA: 釜座御池ーで、

48押F: 釜座御池でーあーあの辺かあの辺か

って、

488YA: てゆーふーに なるんですけど、{笑し、ながら}

だいたし L

489YF :道もそしたらわかる↑

490YA: わかるんです。

491YF :は一一一。便利は (YA: ほんまに便利です

よ)便利ですよねー八。ほーんとに一、便利だ

なー{笑い}うんうんうん。あそーた京都

って言えばいろいろーちょっとーなん

だろ一、えーと、あそーだあと祇園祭の

(YA: あはし、) 氏子一、をして一、る一、

とかなんとかで。なんか、笛吹いたり とか

したって。

492YA: あっ、僕一氏子じゃなくて、 (YF :なん的

僕はねー踊り、手ーと一、嚇し方をやった

んですけど↑、 (YF :はし、出、はし、) それも

鉾によっていろいろ形態がありまして

ね↑、

493YF :あーあの、ほほあのほ一つ一つ一、

鉾じゃなくてあのーなんだ、つけあの

494YA: ほこ 山車でしょ↑

495YF :だしー↑

496YA: も一そーそ一。

49符F: 山車、ですよね↑

498YA: は凡で、 (YF :で) まーそーゆ一、のか

ら、まちっちゃい山、ってゆーかたち

のもの あるんですけど、 (YF: えー。) そー

ゆーのがありまして、で僕行ってんのは

傘鉾ってゆ一、はやつなんで、すが↑

(YF: はし、) そこはねーあのーし綾傘

鉾と四条傘鉾と ゆ一二基あるんです

よ、傘鉾はね↑ (YF :はし、) で、そこが、

ちょっとね↑ 踊りーがつくんですよ。踊り

手が。

499YF :踊り手がつくんですか↑

5∞IYA: はい。で、あのー、こどえ一四条傘鉾はあ

の一子供が、踊るーやっで一、でま一綾

傘鉾は能、みたし、なかんじの、 (YF :うんう

んうん) 能楽やってる人がやるんですけど

• (YF :はし壮い) んーでまーその子

供んときから、 (YF :うん)そーゅーのやっ

て、でいまーその方、その大きくなった

ら、嚇し方一、 (YF: あー) 移っていくと ゆ

ーかたちなんですよ。

501YF :へー じゃ、 (YA: うん) ってことはもー

子供のときは踊って↑

502YA: 踊り子をやって一。

503YF:踊り子をした)0 (YA: はー) あそーかさ

っき ちょ一[ど]写真見して (YA: はー)

もらいましたけどー踊ってたのは あれ

(YA: あーはい) 踊ってたのってーか

あその、着て (るのは、

504YA: るー)服を、衣装着て、袴着て、あの

505YF :あー。 (YA: はい)。で、今は嚇し方を↑

506YA: 嚇し方己

50行F: で↑なにを担当↑

508YA: 僕今太鼓ーです。

5ω'YF :あっ太鼓ですか↑

510YA: はし、。

511YF :え一太鼓ってどんな鵡打、したか↑

512YA: あのー小さい、こーゆー小さい和太鼓

の、 (YA: はい) こーなんですか、能長の、

{息を吸う}使うよーな小太鼓に近いんで、

すけど。

513YF :うんうん。あーそれをだからーその、

514YA: こーかかき*。

515YF :たたくわけですね?

516YA: はし L

51押F: えーとえーとあとな、どんなー楽器が

518YA: あのね一八、笛鐘一太鼓なんです。 (YF : 

は一↑)三種類だけで、

519YF :はいはい。あ、笛鐘太鼓、あーあ一、そ

ーかそーかそーか。

520YA: で、あの↑

521YF :笛はあのー、〈こんちきちんですよねじ

522 YA: こんこんきん〉。でやっぱり一、みんない

っしょの今度はー鐘ーなんですよね↑。すごい祇

園祭の音ゅうーと鐘の音が。

-27 -


